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　　74,681 人（－ 35）
男　37,114 人（－ 24）
女　37,567 人（－ 11）
世帯数　31,102 世帯（＋ 38）
（　）内は前月との比較

人の動き【10/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生 42　     転入 148 
死亡 82　     転出 143 

▲ 9月 15日の山車大行列で先頭を切るのは年番を務めた國分町の山車。1年をかけて掃除された山車は、新調したかのごとく輝きます

ま
つ
り
が
育
む
︑
ま
ち
へ
の
思
い



令和元年 9 月 14 日～ 16 日

広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８　　　２　　　　　　

「盆と正月に帰らなくても、石岡のおまつりには、帰る」

和
最
初
の
年
番
を
務
め
た
國
分
町
は
、
国
分

寺
を
中
心
に
で
き
た
ま
ち
。
今
で
も
、
お
釈

迦
様
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
４
月
８
日
は
、
町

内
を
あ
げ
て
花
ま
つ
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
平
成
最
初
の
年
番
を
務
め
た
の
も
國
分
町
。
町
内
の
山

車
人
形
も
仁
徳
天
皇
。
元
号
が
変
わ
る
節
目
に
縁
を
感
じ

る
」
と
ま
ち
の
人
々
は
話
し
ま
す
。

■
ま
つ
り
を
取
り
仕
切
る
年
番

　
常
陸
國
總
社
宮
例
大
祭
に
参
加
す
る
36
町
内
の
う
ち
、

年
番
制
度
を
担
う
の
は
15
町
内
で
す
。
明
治
35
年
か
ら
始

ま
り
、
今
年
で
１
１
７
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　
年
番
町
に
は
、
大
神
輿
の
巡
行
路
を
決
め
、
神
輿
の
担

ぎ
手
を
集
め
る
神
輿
部
や
、
神
様
を
迎
え
る
御お

か
り
や

仮
殿
を
町

内
に
建
て
る
仮か

り
で
ん
ぶ
殿
部
、
中
日
に
行
わ
れ
る
奉
納
相
撲
の
土

俵
づ
く
り
を
行
う
相
撲
部
な
ど
、
15
年
に
一
度
、
担
う
仕

事
が
多
く
あ
り
ま
す
。

■
昨
年
、
結
成
30
年
を
迎
え
た
石
岡
青
年
会

　
年
番
を
務
め
る
町
内
に
は
、
高
校
生
以
上
で
構
成
さ
れ

た
青
年
会
と
い
う
若
者
た
ち
の
組
織
が
あ
り
、
各
町
内
の

青
年
会
が
集
ま
り
、石
岡
青
年
会
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
石
岡
青
年
会
は
、
平
成
元
年
、
國
分
町
が
年
番
の
年
に

発
足
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
山
車
の
巡
行
は
事
前
に

調
整
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
山
車
同
士
が
鉢
合

わ
せ
し
て
し
ま
う
と
、
ど
ち
ら
の
町
内
が
前
に
進
む
か
の

調
整
が
非
常
に
困
難
で
し
た
。
巡
行
に
、
今
の
よ
う
な
規

律
が
生
ま
れ
た
の
は
、
30
年
に
わ
た
り
、
各
町
内
の
若
者

た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
、
ま
つ
り
を
良
く
し
て
い
き
た
い

と
頑
張
っ
て
き
た
結
果
で
す
」
と
話
す
の
は
國
分
町
の
神

輿
部
長
、
上
田
昭
次
さ
ん
（
64
歳
）。
石
岡
青
年
会
の
発

令

まつりが育む、まちへの思い、
新しい時代のはじまりに。
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足
時
、
初
代
会
長
を
務
め
ま
し
た
。

■
石
岡
に
残
る
︒
そ
の
思
い
を
育
む
も
の

　
石
岡
青
年
会
は
、
奉
祝
祭
、
15
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
山

車
大
行
列
の
巡
行
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
頭
を
切
る
の

は
年
番
町
。
國
分
町
の
青
年
会
で
は
一
年
を
か
け
、
４
ｍ

を
超
え
る
高
さ
の
山
車
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
や
す
り

で
表
面
の
汚
れ
を
削
り
、
液
剤
で
汚
れ
を
浮
か
せ
、
仕
上

げ
に
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
る
。
そ
れ
も
全
部
手
作
業
で
。

「
地
味
で
途
方
も
な
い
作
業
の
繰
り
返
し
。
で
も
山
車
小

屋
で
作
業
し
な
が
ら
、
無
駄
話
を
し
た
り
、
休
憩
を
し
な

が
ら
色
ん
な
話
を
し
た
り
。
そ
う
い
う
時
間
を
積
み
重
ね

て
、
若
い
子
た
ち
と
絆
が
で
き
る
。
彼
ら
の
笑
顔
を
、
ま

つ
り
の
日
に
見
ら
れ
る
の
が
何
よ
り
嬉
し
い
」
と
話
す

の
は
青
年
会
長
の
塙
佳
晃
さ
ん
（
31
歳
）。

　
ハ
レ
の
日
に
向
け
て
準
備
を
す
る
日
々
の
時
間
が
、

若
者
た
ち
の
石
岡
で
の
思
い
出
を
作
り
、
そ
こ
か
ら

新
し
い
時
代
を
担
う
若
者
た
ち
が
育
っ
て
い
ま
し
た
。

■
体
験
し
た
ら
、
そ
れ
は
思
い
出
に
な
る

　
國
分
町
の
獅
子
部
に
は
、
３
年
前
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
留

学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
慶
応
義
塾
大
学
の
理

工
学
研
究
科
の
大
学
院
に
留
学
中
の
３
人
の
学
生
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。「
ま
つ
り
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
体
験

し
た
ら
思
い
出
に
な
り
ま
す
。
外
か
ら
人
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
、
石
岡
の
ま
つ
り
の
こ
と
、
ま
ち
の
こ
と
を
広
め

て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
学

生
た
ち
の
世
話
人
を
務
め
た
獅
子
部
副
部
長
の
小
林
雅
人

さ
ん
（
56
歳
）
は
話
し
ま
す
。

　
ま
つ
り
で
の
新
た
な
出
会
い
が
、
石
岡
と
い
う
ま
ち
の

可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
る
。新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

♳ 手話の囃子言葉が特徴の國分町の
女子部は年番に合わせて、奉祝祭に總
社宮で行われる浦安の舞をモチーフに
した新たな囃子言葉を作りました ♴
まつりの１週間前、町内の装飾や会所
のテント張りなどの準備を行う住民と
青年会の若者たちの姿 ♵ 國分町に参
加したフランスの留学生たち ♶ 國分
町の山車は神幸祭で大神輿を見送ると

「國分町」の看板を裏返し「敬神」へ
♷ クリーンアップ（清掃）ボランティ
アには 3 日間で延べ 193 人の一般市民
が参加。市内の 3 つの高校からも多く
の生徒たちが参加してくれました。

♷

♳

♴♵

♶



土橋町 冨田町

2,000 人の供奉行列
　露払いを務めるのは、土橋町と仲之内町の獅子と、冨田町のささら

奉行列とは、大神輿の巡行の後に続く、各町内の関係者や
幌獅子の大行列のこと。初日、大神輿が常陸國總社宮から
出御し、御仮殿に向かうときと、最終日に大神輿が御仮殿

から總社宮に還御するときに、石岡のまちなかでは
2,000 人以上が一斉に動きます。
　露払いとは、神霊が遷された大神輿の通り道を
清めること。冨田町のささら、土橋町と仲之内町の獅子が、
大神輿を先導し、この露払いを務めます。
　そして、大神輿の後ろには、30 台以上の幌獅子が連なります。獅
子頭に囃子衆が乗りこむ移動式の小屋がついた幌獅子は、石岡特有の
出し物。各町内によって異なる獅子の顔も見どころです。

仲之内町

供



50万3,000人

過去最高の人出
3 日間で

幸祭に 16.2 万人、奉祝祭に 21.6 万人、還
幸祭に 12.5 万人が訪れました。今年は県と
連携し、県内在住の外国人留学生や外国人

YouTuber の Rinrin Doll さんを招いて、おまつりを
テーマにしたモニターツアーを実施。
　今年も土橋町では、米国ドレクセル大学と東京の玉
川大学の学生、36 人を受け入れました。前回も土橋
町からおまつりに参加し、社会人になっても参加した
いとやってきた元学生たちの姿も。学生たちには一つ
一つ手づくりされた土橋町の木札が配られました。

神

幌獅子大行列の時には、金棒引きと呼ばれる年番町の女の子が
カラフルな袴をまとい御幸通りを歩きます。



平
成
30
年
度 

石
岡
市
決
算
報
告     

問
財
政
課 

℡
23
・
７
２
９
３

石
岡
市
の
お
財
布
事
情

　
　
　
　
　
徹
底
公
開

治
体
の
財
政
の
健
全
具
合
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
４
つ
の
指
標
の
総

称
を
健
全
化
判
断
比
率
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
比
率
の
平
成
30
年
度
の
算
定
結
果

は
「
健
全
段
階
」
で
し
た
。

健
全
だ
と
い
う
理ワ
ケ由

　
普
通
会
計
の
赤
字
額
を
示
す
「
実
質
赤

字
比
率
」
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
の
赤
字
額
を
示
す
「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」
は
、
下
表
の
通
り
、
ど
ち
ら
も
マ
イ

ナ
ス
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
29
年
度
に
引
き
続
き
、
赤
字
で
は
な
い

た
め
健
全
な
状
態
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

と
は
い
え
、
厳
し
い
借
金
返
済
率

　
平
均
的
な
年
間
収
入
に
対
す
る
借
金
返

済
額
の
割
合
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
は

8.7
％
（
下
表
参
照
）
で
し
た
。
29
年
度
の

9.4
％
に
比
べ
る
と
、
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
後
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル
や
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
事
業
な
ど
で
公
債
費
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
人
件
費
や
扶

助
費
な
ど
継
続
的
に
支
出
す
る
経
費
も
91
・

６
％
と
い
う
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
た

め
楽
観
視
で
き
ま
せ
ん
。

将
来
世
代
が
負
担
す
る
借
金
は

　
長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
施
設
の
整
備

費
用
は
、
世
代
間
の
費
用
負
担
の
不
平
等

を
な
く
し
、
次
世
代
に
も
負
担
し
て
も
ら

う
よ
う
に
地
方
債
を
借
り
な
が
ら
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。将
来
負
担
比
率
と
は「
市

が
将
来
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
借

り
入
れ
な
ど
の
総
額
」
を
「
平
均
的
な
年

間
収
入
」
で
割
り
返
し
た
数
値
で
、
高
い

ほ
ど
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

　
30
年
度
は
38
・
４
％
と
、
29
年
度
と
比

べ
て
6.8
％
増
加
し
ま
し
た
。
理
由
は
、
新

庁
舎
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
債

の
現
在
高
が
増
加
し
た
こ
と
、
庁
舎
整
備

に
必
要
な
財
源
と
し
て
積
み
立
て
て
い
た

基
金
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

指標 内容 結果 早期健全化基準

　実質赤字比率   一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし
（マイナス 5.86％）

12.59％

　連結実質赤字比率   一般会計のほか、特別・企業会計も含めた
  全会計の赤字の割合

赤字なし
（マイナス 10.12％）

17.59％

　実質公債費比率   市の平均的な年間収入に対する
  借金返済額の割合 8.7％ 25.0％

　将来負担比率   市の平均的な年間収入に対する
  将来負担 が見込まれる負債（借金）の割合 38.4％ 350％

■ 財政の健全化を判断する４つの指標（＝健全化判断比率）
　早期健全化基準は、地方債の借り入れや制限や国から予算変更などの勧告を受けるレッドゾーン手
前のイエローゾーンを指します。

自

▶平成 31 年 1 月 4 日に開庁した石
岡市役所本庁舎は以下の４つのコン
セプトで建てられました。

４つのコンセプト
・暮らしの安全安心を支える庁舎
・市民に開かれ、親しみやすい庁舎
・石岡らしさを表現する庁舎
・環境にやさしく、経済的な庁舎

広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８　　　６　　　　　　



平成 30 年度
337 億
1,716 万円

平成 29 年度
313 億
6,172 万円

市税　98 億 476 万円　29.1％
　市民税、固定資産税など

地方交付税　71 億 2,225 万円　21.1％
　国税のうち一定の基準に基づき配分される税

国庫支出金　41 億 1,609 万円　12.2％
　国から特定の事務事業のために交付される補助金や委託金

市債　38 億 5,580 万円　11.4％
　公共施設の整備にあてるための借入金

県支出金　20 億 2,226 万円　6.0％
　県から特定の事務事業のために交付される補助金や委託金

繰越金　13 億 6,597 万円　4.1％
　前年度からの繰り越し

地方消費税交付金　13 億 2,224 万円　3.9％
　消費税のうち基準に基づき分配される税

諸収入　7 億 9,201 万円　2.4％
　市預金利子、貸付金元利収入など

その他　33 億 1,578 万円　9.8％
　寄附金など

ひとことメモ
　ふるさと応援寄附は、約 1 億 2,300 万円

平成 30 年度
323 億
7,389 万円

平成 29 年度
299 億
9,575 万円

民生費　109 億 2,498 万円　33.7％
　高齢者、障がい者、児童などの福祉にかかる経費

総務費　68 億 2,391 万円　21.1％
　庁舎管理や税の徴収、選挙などにかかる経費

土木費　30 億 6,198 万円　9.5％
　道路、公園、駅周辺施設の維持管理にかかる経費

教育費　29 億 1,813 万円　9.0％
　小中学校、図書館、文化振興にかかる経費

公債費　27 億 4,906 万円　8.5％
　市債（借入金）の返済にかかる経費

衛生費　20 億 6,935 万円　6.4％
　医療や環境対策、ごみ処理にかかる経費

消防費　13 億 4,188 万円　4.1％
　消防、救急、防災などにかかる経費

農林水産業費　9 億 1,295 万円　2.8％
　農林業の振興にかかる経費

その他　15 億 7,165 万円　4.9％
　議会費、商工費、諸支出金など

ひとことメモ
　29 年度と比べて、総務費は 1.7 倍

※国民健康保険や後期高齢者医療保険、下水道事業（農業集落排水事業）、介護保険事業、
霊園事業、駐車場事業は、保険料や使用料などの特定の収入で運営しているため、その事業
にかかるお金の流れを分かりやすくするために「一般会計」とは分け、「特別会計」という
区分を設けています。平成 30 年度の特別会計や水道事業（企業会計）の決算は市ホームペー
ジで公開しています。詳しくは二次元コードから。

歳
入

　
29
年
度
と
比
べ
る
と
収
入
は
7.5
％
増
。
理
由

は
、
地
方
交
付
税
と
市
債
が
増
え
た
た
め
。
歳

入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
13
億
４
３
２
７
万

円
は
令
和
元
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

H30 年度
一般会計

歳
出

　
29
年
度
と
比
べ
る
と
支
出
は
7.9
％
増
。
理
由

は
新
庁
舎
建
設
工
事
で
総
務
費
が
増
え
た
こ
と

と
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
開
催
で
石
岡
運

動
公
園
を
改
修
し
教
育
費
が
増
え
た
た
め
。

H30 年度
一般会計
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50億
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250億
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150億
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300億

民生費

総務費

土木費

教育費

公債費

衛生費
消防費
農林水産業費
その他

市税

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金
繰越金
地方消費税交付金

その他
諸収入



■市債の現在高は、1 年前より 3 億 7,219 万円増加しました。
■これは新庁舎建設事業により、一般会計の市債が増加したためです。
■平成 30 年度の一般会計と特別会計を合わせた市債の借入額は、
　41 億 3,280 万円でした。

市債

▶朝日トンネル（H24 年度開通）により、石岡市
から土浦・つくば市方面までの移動時間が大幅に短
縮されました。トンネルができる前の交通量は 1 日
約 1,000 台、開通直後は約 7,000 台、現在では約 1
万台です。トンネル開通以降のフラワーパークの年
間入園者数は約 14 万人から約 21 万人（H30 年度）。
市債は多世代が長く使うものにあてられています。

■ POINT ■　市債の使い道
　「みんなが、長く使うもの」

10 年間の市債の推移

100
億

200
億

300
億

400
億

500
億

下水道事業、農業集落排水事業、介護サービス事業、水道事業
一般会計

R1

３
０
２
億

　
５
９
０
９
万
円

１
７
３
億

　
９
０
４
７
万
円

H30

２
８
９
億

　
５
５
７
３
万
円

１
８
３
億

　
２
１
６
４
万
円

H29

２
９
９
億

　
１
５
７
９
万
円

１
９
０
億

　
５
７
５
４
万
円

H28

２
９
８
億

　
１
０
３
９
万
円

２
０
９
億

　
９
４
４
０
万
円

H27

２
９
２
億

　
８
２
３
５
万
円

２
１
７
億

　
１
７
１
３
万
円

H26

２
９
１
億

　
９
７
７
０
万
円

２
２
３
億

　
２
７
９
１
万
円

H25

２
７
８
億

　
３
２
０
０
万
円

２
３
０
億

　
８
７
８
８
万
円

H24

２
７
０
億

　
９
５
０
２
万
円

２
３
７
億

　
７
４
６
０
万
円

H23

２
５
９
億

　
９
３
９
２
万
円

２
４
５
億

　
５
３
８
４
万
円

H22

２
７
３
億

　
８
０
５
１
万
円

２
５
６
億

　
２
５
５
６
万
円

H21

２
６
６
億

　
４
９
４
３
万
円

２
６
４
億

　
８
８
４
７
万
円

531 億 476 億
（6 月末時点）
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■ 市債を借り入れる目的は？

▶主に道路の整備や学校建設など大型施
設を建設・整備する時に利用します。
　これらの資産は、多額の建設費用がか
かりますが、数十年にわたり、世代を超
えて利用されるため、次の世代にも公平
に費用を負担してもらうという観点か
ら、借入をし長期間にわたり計画的に返
済しています。

市民一人あたりの資産と負債

資産

土地 26.49㎡（27.14㎡）
建物 3.37㎡（3.49㎡）
基金 16 万 490 円（16 万 6,849 円）
有価証券等 5,414 円（5,282 円）

負債 市債 63 万 6,371 円（62 万 5,279 円）
▲数値は市の人口7万4,877人（令和元年6月30日現在）で算出。

（　）内は 1 年前の数値です。



財産 ■基金の現在高は、1 年前より 5 億 9,841 万円減少しました。
■これは新庁舎建設事業により、庁舎整備基金の取り崩しによるものです。
■このほか市の財産には、小中学校や公民館など所有している土地・建物
も含まれます。30 年度に旧小幡地区公民館を売却したため、土地や建物
の面積が減少しました。

▶木内酒造（那珂市）に、鉄骨 2 階建ての旧小幡地
区公民館（須釜）を売却しました。木内酒造は、日
本酒を始め、世界 50 か国以上で親しまれている常陸
野ネストビールも醸造していて、茨城県フラワーパー
ク内のトレタレストランも運営しています。
　現在、改修工事中で、今後ウィスキーの蒸留所と
して活用される予定です。

■ POINT ■　市の施設を民間企業へ売却
　「新たな雇用や特色を生み出すために」

10 年間の基金の推移
基金とは将来のために、蓄えておく預貯金のこと。
公共施設や学校施設の整備基金が増えたため増加しました。

DATA　土地・建物編

土地 198 万 3,708.64 平方メートル
（205 万 2,207.31 平方メートル）

建物 25 万 2,147.88 平方メートル
（26 万 3,838.16 平方メートル）

有価証券・出資金 4 億 536 万円
（3 億 9,936 万円）

▲市が所有している令和元年 6 月 30 日時点の資産。
（　）内は 1 年前の数値です。

▶平成 28 年度に、限られた財源のなか
で将来にわたって適切な維持管理ができ
るように、公共施設等総合管理計画を
策定しました。今あるすべての施設を維
持する場合にかかる年間経費は平均 29.5
億円。人口推計により、今後かけられる
年間経費は 14.3 億円。施設の複合化や
統合・再編を行い、施設総量を削減しつ
つ、民間資金の活用や広域利用を推進す
ることで、コスト削減をしていきます。

30 
億

60 
億

90 
億

120 
億

R1

１
２
０
憶

　
１
７
０
６
万
円

H30

１
２
６
億

　
１
５
４
７
万
円

H29

１
１
８
億

　
８
８
６
３
万
円

H28

１
０
７
億

　
３
３
２
９
万
円

H27

１
１
３
億
円

　
９
８
４
４
万
円

H26

１
１
２
億
円

　
４
４
２
２
万
円

H25

１
０
３
億

　
８
９
８
５
万
円

H24

90
億

　
３
７
５
９
万
円

H23

73
億

　
４
９
５
５
万
円

H22

66
億

　
９
０
６
６
万
円

H21

61
億

　
２
１
０
７
万
円

120 億
（6 月末時点）
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中秋の名月に響く「じゃかもこじゃん」
柿岡八幡神社で行われた太々神楽

 9
　

中
秋
の
名
月
に
合
わ
せ
、
2
日
間
、
午

後
7
時
ご
ろ
か
ら
約
4
時
間
か
け
て
、
12
の

神
楽
舞
を
披
露
す
る
「
柿
岡
八
幡
神
社
太
々

神
楽
」。
奏
で
ら
れ
る
リ
ズ
ム
が
「
じ
ゃ
か

も
こ
じ
ゃ
ん
」
と
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
「
柿

岡
の
じ
ゃ
か
も
こ
じ
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
、
毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

演
目
に
あ
る
「
神
子
（
み
こ
）
の
舞
」
は
、

地
域
の
小
学
３
年
生
４
人
が
務
め
ま
す
。
舞

を
披
露
し
た
平
真
衣
さ
ん
（
9
歳
）
は
、「
衣

装
を
身
に
着
け
て
ゆ
っ
く
り
と
動
く
所
が
難

し
い
け
れ
ど
、
友
達
と
一
緒
に
舞
う
こ
と
が

で
き
て
楽
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま ち の 話 題

広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８　　１０　　　　　　

茨城国体バドミントン競技
少年女子の部が３位入賞！

10
    ２

９
月
29
日
か
ら
10
月
２
日
に
か
け
て
石

岡
市
で
開
催
し
た
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国

体
」
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
。
石
岡
一
高
３
年

の
海
老
澤
彩
さ
ん
（
写
真
真
ん
中
）
と
小
川

明は
る
か華
さ
ん
（
写
真
左
）
が
少
年
女
子
の
部
で

長
崎
県
と
の
試
合
に
勝
利
し
、
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
成
年
女
子
の
部
を
含
む
女
子
総

合
成
績
で
は
１
位
と
い
う
快
挙
を
達
成
。「
今

後
も
頑
張
っ
て
世
界
で
活
躍
す
る
選
手
に
な

り
た
い
」
と
語
る
海
老
澤
さ
ん
。
皆
さ
ん
と

て
も
素
晴
ら
し
い
試
合
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
の
試
合
結
果
は
次
号
以
降
の
広

報
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

茨
城
県
の
事
業
を
活
用
し
、
連
合
会
所

属
の
代
表
者
が
事
前
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
映
像
を
提
供
し
、
そ
の
映
像
を
も
と

に
正
し
い
運
転
方
法
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
実
際
の
運
転
映
像
を
通
し
て
、
自
分
の

運
転
を
改
め
て
客
観
的
に
見
つ
め
直
す
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

石
岡
市
民
の
3
人
に
1
人
は
65
歳
以
上
。

地
方
の
暮
ら
し
に
車
は
不
可
欠
な
一
方
で
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
る

声
も
聞
か
れ
ま
す
。
市
は
こ
れ
か
ら
の
超
高

齢
社
会
に
向
き
合
う
た
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
意
見
交
換
会
を
実
施
中
で
す
。

自分の運転見つめ直す
いきいきクラブ連合会対象に交通安全教室

９
    18

12-13



農林中金・県森林組合がベンチなど寄贈
国体開催直前の石岡運動公園に設置

 9
　24

農
林
中
央
金
庫
・
県
森
林
組
合
連
合
会

よ
り
、
国
産
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
材
を
活
用
し
た

木
製
丸
太
ベ
ン
チ
10
基
と
、
既
存
ベ
ン
チ
補

修
用
木
材
等
が
、
石
岡
運
動
公
園
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

農
林
中
央
金
庫
は
農
林
水
産
業
の
協
同

組
合
を
基
盤
と
す
る
金
融
機
関
と
し
て
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
に
よ
る
地
域
貢
献
）
活
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
回
は
そ
の
一
環
と
し
て
の

も
の
。
同
金
庫
関
東
業
務
部
の
竹
渕
晶
代
部

長
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
木
の
ぬ
く
も
り
と

心
地
よ
さ
を
伝
え
な
が
ら
、
地
域
林
業
の
振

興
を
後
押
し
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

 　　　　　　１１　　広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８

かすみがうら市と
大規模水害時における広域避難協定を締結

 9 
    27

か
す
み
が
う
ら
市
と
、
大
規
模
水
害
時

に
お
け
る
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
両
市
が
有
す
る
霞
ケ
浦
・

恋
瀬
川
沿
川
区
域
で
大
規
模
な
水
害
が
発
生

し
た
際
に
、
市
境
を
越
え
た
指
定
避
難
所
の

相
互
利
用
を
行
う
も
の
で
す
。

河
川
の
氾
濫
時
に
、
川
を
渡
っ
て
市
内

の
指
定
避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
住
民
の
安

全
な
一
時
避
難
を
図
り
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
結
ば
れ

ま
し
た
。

交通事故ナシ（梨）目指して
街頭活動で石岡一高生が育てた梨配る

９
    27

石
岡
一
高
１・
２
年
の
生
徒
会
・
生
活
委

員
会
の
生
徒
ら
24
名
と
石
岡
警
察
署
職
員
、

交
通
安
全
協
会
会
員
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
友

の
会
会
員
、
交
通
安
全
母
の
会
会
員
が
市
役

所
前
の
交
差
点
に
て
交
通
安
全
街
頭
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
信
号
待
ち
の
車
の
運
転
手
に

声
を
か
け
、
石
岡
一
高
園
芸
科
の
生
徒
が
育

て
た
梨（
ニ
イ
タ
カ
）４
０
０
個
を
配
り
、「
交

通
事
故
ナ
シ
（
梨
）」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
、「
自
分
た
ち
が
呼
び

か
け
を
す
る
こ
と
で
、
石
岡
市
の
交
通
事
故

が
少
し
で
も
無
く
な
れ
ば
」
と
交
通
安
全
へ

の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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公立保育所 対象年齢
第１・第２保育所

　　０～５歳
　　

園部保育所
みなみ保育所
やさと中央保育所

私立保育園
石岡明照保育園

国分台ふたば保育園
ひかり保育園
わかくさ保育園
しらゆり保育園
そとの保育園

石岡ひまわり保育園
りんりん保育園

はーとぴあ保育園石岡
つばさ保育園
認定こども園
石岡幼稚園

泉ヶ丘こども園
ばらき台幼稚園 　　１～５歳
石岡善隣幼稚園

　　３～５歳国分寺幼稚園
府中幼稚園

わかば八郷（八郷幼稚園） 　　　５歳
恋瀬ことりの森幼保園 　　０～５歳

小規模保育事業所 対象年齢
あんだんて泉ヶ丘 　　０～２歳

市内保育所（園）・認定こども園
小規模保育事業所一覧表

令
和
２
年
度

保
育
所(

園)

・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
事
業
所

入
園
者
募
集

受
付
期
間

11
月
１
日
金

           

～
12
月
６
日
金

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

(

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で)

※
土
日･

祝
日
は
除
き
ま
す
。

受
付
場
所

本
庁
こ
ど
も
福
祉
課 ･

支
所
市

民
窓
口
課

申
し
込
み
方
法

　
申
込
用
紙（
支
給
認
定
申
請
書・

入
所
申
込
書
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
受
付
場
所
に
直
接
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
認
定
こ
ど
も
園
ま
た

は
小
規
模
保
育
事
業
所
に
入
園
を

希
望
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
は
、

認
定
区
分
に
関
わ
ら
ず
、
直
接
、

各
施
設
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園

の
保
育
認
定
入
所
基
準

①
家
庭
外
労
働
や
家
庭
内
労
働

（
自
営
業
・
農
業
・
内
職
な
ど

１
日
４
時
間
以
上
、
か
つ
月
15

日
以
上
就
労
）
し
て
い
る
人 

②
出
産
２
カ
月
前
か
ら
産
後
２
カ

月
ま
で
の
人 

③
自
身
の
疾
病
、
病
人
の
看
病
や

看
護
を
し
て
い
る
人 

④
求
職
活
動
中
の
人 

⑤
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
を
含

む
）
し
て
い
る
人
な
ど 

認
定
区
分

　
保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も

園
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
以

下
の
支
給
認
定
が
必
要
で
す
。 

１
号
認
定　
満
３
歳
以
上
で
、 

保

育
の
必
要
性
が
な
く
、
学
校
教

育
の
み
を
希
望
す
る
場
合 

２
号
認
定　
満
３
歳
以
上
で
、
保

育
の
必
要
性
が
あ
り
、
保
育
を

希
望
す
る
場
合 

３
号
認
定　
満
３
歳
未
満
で
、
保

育
の
必
要
性
が
あ
り
、
保
育
を

希
望
す
る
場
合 

注
意
事
項

　

保
育
所(

園)

、
認
定
こ
ど
も

園
の
状
況
に
応
じ
て
、
書
類
審
査

に
よ
り｢

保
育
の
必
要
性｣

の

認
定
基
準
の
高
い
人
か
ら
入
所

(

園)

を
決
定
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
早
い
人
が
優
先
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
こ
ど
も
福
祉
課

　
℡
23
・
５
５
８
３
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▼
石
岡
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

主
催
「
親
子
体
験
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
秋
の
一
日
、
親
子

で
イ
モ
煮
作
っ
て
食
べ
て
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム
や
簡
単
な
工
作
な

ど
も
体
験
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
７
日
土
午
前
９
時
か
ら

場
所
／
龍
神
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

参
加
費
／
１
人
５
０
０
円

対
象
者
／
市
内
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
（
全
国
子
ど
も
会
安
全
共

済
会
に
加
入
し
て
い
る
人
）

定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
11
月
１
日
金
～
15
日

金
に
電
話
で
申
し
込
み

問
2
生
涯
学
習
課

　
（
内
線
１
３
６
５
）

▼
好
き
な
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
入
れ

て
、
自
分
だ
け
の
ス
ノ
ー
ド
ー

ム
を
作
り
ま
せ
ん
か
。 

日
時
／
12
月
７
日
土

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
児
童
館（
府
中
５‐７‐33
） 

参
加
費
／
３
８
０
円

対
象
者
／
幼
児
親
子
・
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
・
一
般 

定
員
／
20
人 

申
込
期
間
／
11
月
１
日
金
～
20
日
水

問
児
童
館

　
℡
22
・
３
８
５
８

 

▼
食
生
活
改
善
推
進
員
主
催
の
親

子
料
理
教
室
で
す
。
今
年
は
お

正
月
料
理
に
挑
戦
し
ま
す
！

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾（
バ

ン
ダ
ナ
可
）・
筆
記
用
具 

日
に
ち
／ 

12
月
７
日
土

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー 

調

理
室 

対
象
者
／
小
学
生
の
親
子 

定
員
／
先
着
20
人（
子
ど
も
の
数
） 

申
込
方
法
／ 

11
月
29
日
金
ま
で
に
、

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま

た
は
直
接
窓
口
に
て
申
し
込
み 

問
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
43
・
６
６
５
５

▼
地
域
の
自
然
風
土
や
生
活
の
知

恵
か
ら
生
ま
れ
た
郷
土
の
料
理

は
、
栄
養
的
に
有
意
義
な
も
の

が
多
く
、
情
緒
豊
か
な
味
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾（
バ

ン
ダ
ナ
可
）・
筆
記
用
具 

日
に
ち
／ 

11
月
30
日
土

場
所
／
東
地
区
公
民
館 

調
理
室 

対
象
者
／
就
学
前
の
幼
児
や
小
中

学
生
か
ら
高
校
生
等
の
10
代
～

30
代
を
中
心
と
し
た
比
較
的
若

い
世
代
（
親
子
で
の
参
加
も
歓

迎
で
す
）  

定
員
／
先
着
25
人 

申
込
方
法 

／
11
月
20
日
水
ま
で
に
、

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま

た
は
直
接
窓
口
に
て
申
し
込
み

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
24
・
１
３
８
６

▼「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
」
を
中
心
に
約
60
㎞
の
コ
ー

ス
を
走
行
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
メ

イ
ン
会
場
の
川
口
運
動
公
園
で

は
、
自
転
車
や
沿
線
地
域
の
魅

力
を
堪
能
で
き
る
飲
食
・
体
験

ブ
ー
ス
な
ど
を
多
数
そ
ろ
え
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
秋

の
一
日
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。 

日
に
ち
／ 

11
月
17
日
日

場
所
／
川
口
運
動
公
園

（
土
浦
市
川
口
二
丁
目
12-

11
） 

問
茨
城
県
地
域
振
興
課

　
℡
０
２
９・３
０
１・２
７
３
５ 

イ
モ
煮
で
楽
し
む

親
子
体
験
教
室

イベント

ス
ノ
ー
ド
ー
ム

　
　
　
作
り
体
験 

イベント

小
学
生
対
象

お
や
こ
料
理
教
室

イベント

茨
城
の
食
文
化

　
伝
承
料
理
教
室

イベント

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん

り
ん
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イベント

石岡市ふるさと学習サミット 
▶石岡市内小中学校で行われている
「ふるさと学習」の成果発表、市内
中学校対抗「石岡っ子郷土検定」、
来場者全員による○×クイズを行い
ます。ロビーには、各学校の展示発
表やふるさと石岡の魅力発見・未来
創造をテーマにした絵画も展示され
ます。また、小中学生が使用してい
る「ふるさと学習」テキストを販売
します。 

日にち：11 月９日土
場所：石岡市中央公民館 
対象者：小・中学生、一般 
定員：600 人  
問2教育総務課指導室

（内線 1260）  
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し
め
飾
り
教
室

▼
自
分
で
作
っ
た
し
め
飾
り
を
玄

関
に
飾
っ
て
、
良
い
年
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
19
日
木  

　
午
後
１
時
15
分
～
４
時

講
師
／
塚
田
ヒ
ロ
子
氏

料
金
／
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員
／
10
人

英
語
で
ス
ピ
ー
チ
＆

　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

▼
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
英

語
の
レ
ッ
ス
ン
＆
リ
ー
ス
型
の

土
台
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
ツ
を

付
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ー
ス

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
８
日
日

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

講
師
／
鈴
木
愛
理
氏
・
仁
平
い
く

み
氏

料
金
／
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

対
象
者
／
小
学
生
（
１・
２
年
生

の
お
子
様
は
リ
ー
ス
作
り
の
際

は
保
護
者
と
一
緒
に
ご
参
加
下

さ
い
） 

定
員
／
15
人

フ
ラ
ン
ジ
パ
ニ

　
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▼
華
道
家 

假
屋
崎
省
吾
花
教
室 

元
講
師
に
よ
る
全
２
回
の
レ
ッ

ス
ン
。
身
近
な
物
を
利
用
し
、

素
材
の
魅
力
を
皆
さ
ん
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！

①
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト

市
場
直
送
の
新
鮮
な
生
花
で
ク

リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
レ
ッ
ス
ン
。   

②
お
正
月
し
め
縄
コ
ー
ス 

た
く
さ
ん
の
幸
せ
が
我
が
家
に

舞
い
込
む
よ
う
に
！
ち
ょ
っ
ぴ

り
高
価
な
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
す
。 

日
時
／

①
12
月
11
日
水

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

②
12
月
25
日
水

　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

講
師
／
仲
野
谷
由
美
氏

料
金
／ 

３
４
５
０
円
（
材
料
費
）

定
員
／
20
名 

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館 

申
込
方
法
／
11
月
１
日
木
～
14
日

水
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選      

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ

り
の
館
（
月
曜
休
館
）

　
℡
35
・
１
１
２
６ 

ひ
ま
わ
り
の
館

　
　
　
　
講
座

講　座

東地区公民館まつり
11 月 23 日土　午前 9 時 30 分～午後４時
実技発表    
午前の部
10 時 00 分：アルファビクス 
10 時 30 分：フラ・オハナ、フラ・レイナニ  
11 時 10 分：さくら健康体操
11 時 40 分：かさぶらんか
午後の部
０時 10 分：橋本実と歌おう 
１時 30 分：メロディ（ピアノ） 
２時 10 分：すみれコーラス 
２時 50 分：Fiesta フィットネスダンス
体験コーナー 
東囲碁 : 午前 10 時～午後４時 
まゆクラフト：①午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　　　②午後 1 時 30 分～３時 

11 月 24 日日　午前 9 時～午後３時 
実技発表
午前の部
10 時 00 分： 竹桐会（三曲） 
10 時 30 分： 太極拳（太極東楊の会） 
11 時 00 分：オカリーナ 
11 時 30 分：修青会（民謡と津軽三味線） 
午後の部
１時 30 分：大正琴霞琴の会 
２時 00 分 : フォルクローレ 
体験コーナー
自力整体フレッシュ：午前 10 時～正午
11 月 23 日土・24 日日
バザー 
陶芸・木彫り：午前 10 時～ ※陶芸は 23 日のみ
同好友の会：午前 10 時 30 分～

公民館同好会会員・講座生・文化協会所属会員等に
よる作品展示や実技発表を行います。
問 26-6503　   ※ 11 月 26 日火は休館日です。 
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広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄

▼
敬
老
祝
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の

里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
の
入
浴

施
設
が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

期
間
／
11
月
１
日
㊎
～
令
和
２
年

３
月
31
日
㊋

　
（
１
人
１
回
限
り
）

対
象
者
／
市
内
在
住
で
、
住
民
登

録
の
あ
る
70
歳
以
上（
昭
和
25
年

３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）の
人 

持
ち
物
／
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

※
忘
れ
る
と
無
料
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

問
無
料
利
用
に
つ
い
て

1
高
齢
福
祉
課

　
℡
23
・
７
３
２
６

入
浴
施
設
や
休
館
日
な
ど
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の

館　

℡
35
・
１
１
２
６

※
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）・

年
末
年
始
休
館
。 

▼
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
楽

器
を
使
っ
た
り
、
音
楽
を
楽
し

み
な
が
ら
認
知
症
予
防
を
し
ま

し
ょ
う
。 

※
プ
ラ
チ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業 

日
時
／
令
和
２
年
１
月
10
日
㊎
・

29
日
水
・
２
月
５
日
水

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時  

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館 

介
護
研
修
室 

対
象
者
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
３
回
全
て
に
参
加
で
き
る
人 

定
員
／
30
名
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
） 

申
込
方
法
／
12
月
６
日
㊎
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
に
て
申
し

込
み

問
石
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
℡
35
・
１
１
２
７ 

日
時
／
12
月
４
・
11
・
18
・
25
日
・

１
月
８
・
15
・
22
・
29
日 

・
２

月
５
日 （
水
・
全
９
回
） 

　
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館 

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

男
性
で
心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か

ら
運
動
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

定
員
／
30
人 (

定
員
を
超
え
た
ら

抽
選)

内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

講
師
／
木
村
幸
子 

氏 

申
込
方
法
／
11
月
５
日
㊋
～
11
日

�
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み （
土
日
、祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
） 

問
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
℡
22
・
２
４
１
１

70
歳
以
上
限
定
！

入
浴
施
設
が
無
料

おしらせ

音
楽
で

　
　
認
知
症
予
防

イベント

男
性
向
け

　
ひ
ま
わ
り
体
操

募　集

▶いきいき茨城ゆめ国体に向けて、会
場である石岡運動公園に石岡市環境
美化クラブ連絡会が合計 38 個のプ
ランターを設置しました。

　県外から来る方々を花いっぱいでお
もてなしするために、参加 16 クラ
ブの各メンバーにより作業が行われ
ました。

美化クラブをつくりませんか？
私たちは市を綺麗にするための活動を
行っています。 
問 ♳ 生活環境課　℡ 23-7301

～国体に向けて石岡運動公園に
　　　　　　　　プランター設置～ 

美化クラブ活動　

メールマガジンで

今すぐメルマガに
　　　　　　登録を！

　防災情報を発信中
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▼
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
耕
作
農
地
へ
の

防
護
柵
設
置
に
対
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

補
助
額
／
共
同
申
請
：
経
費
の
２

分
の
１
以
内(

上
限
15
万
円) 

個
人
申
請
：
経
費
の
４
分
の
１

以
内(

上
限
２
万
円) 

対
象
者
／
市
内
に
住
所
を
有
し
、

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防

止
す
る
目
的
で
防
護
柵
を
設
置

す
る
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
。

①
共
同
申
請
：
３
人
以
上
の
農
地

所
有
者
が
共
同
で
連
続
し
た
３

筆
以
上
の
耕
作
農
地
に
防
護
柵

を
設
置
す
る
こ
と 

②
個
人
申
請
：
農
地
所
有
者
が
個

人
で
耕
作
農
地
に
防
護
柵
を
設

置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
水
稲

共
済
加
入
者
が
水
田
に
防
護
柵

を
設
置
す
る
場
合
は
除
く 

問
農
政
課
（
内
線
１
１
５
１
）  

▼
自
治
会
等
で
新
設
・
交
換
す
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
、
各
地
区
７

灯
ま
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。  

補
助
額
／
設
置
費
の
２
分
の
１
以

内
（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
）

補
助
上
限
／

①
既
存
の
電
柱
類
に
新
設 

１
万
５
０
０
０
円

②
従
来
型
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換 

１
万
円

③
既
存
の
柱
と
従
来
型
防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換　
２
万
円

④
新
た
に
柱
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を

新
設　
３
万
円

必
要
書
類
／
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

補
助
金
交
付
申
請
書・位
置
図（
電

柱
番
号
記
入
）・
施
工
業
者
の
見

積
書
（
コ
ピ
ー
不
可
・
申
請
時
に

有
効
期
限
内
の
も
の
）・
代
表
者

の
認
印（
自
治
会
の
印
鑑
は
不
可
）

注
意
事
項
／
必
ず
工
事
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
工
事
後
の
申
請

は
補
助
金
交
付
で
き
ま
せ
ん
。）

受
付
窓
口
／
本
庁
ま
ち
づ
く
り
協

働
課
・
支
所
総
務
課 

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
℡
23
・
７
３
０
４

 

▼
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が

整
っ
て
い
る
地
域
に
お
住
ま
い

の
人
が
、
公
共
下
水
道
又
は
農

業
集
落
排
水
処
理
設
備
に
接
続

す
る
際(

新
築
住
宅
を
除
く)

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

対
象
／
既
存
の
浄
化
槽
又
は
く
み

取
り
便
所
を
廃
止
し
、
排
水
設

備
を
改
造
す
る
工
事
の
う
ち
、

公
共
下
水
道
又
は
農
業
集
落
排

水
処
理
設
備
に
接
続
す
る
工
事 

補
助
額
／
大
幅
に
拡
充
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

※
交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

問
下
水
道
課 

℡
23
・
７
７
４
２

▼
11
月
５
日
か
ら
住
民
票
（
写

し
）・
印
鑑
証
明
書
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
旧
姓（
旧
氏
）

が
併
記
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
役
立
つ

・
保
険
、
携
帯
電
話
の
契
約
や
銀

行
口
座
が
旧
姓
の
ま
ま
使
え
る
。

・
就
職
や
転
職
時
に
旧
姓
で
本
人

確
認
が
で
き
る
。

請
求
手
続
／
旧
姓
（
旧
氏
）
が
記

載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
等
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー

ド
）
を
窓
口
に
持
参
。

問
市
民
課 

℡
23
・
７
３
０
７

農
作
物
被
害
防
止

防
護
柵
に
補
助
金

おしらせ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設

置
補
助
金

おしらせ

下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
接
続
補
助
金

おしらせ

各
種
証
明
書
に

旧
姓(

旧
氏)

併
記

おしらせ

広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８　　１６　　　　　　
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防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
・
市
県
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、
そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
の
全
額（
過
去
の
年
度
分
、

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
み
ま

す
）
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら

令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
（
10
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
今
年
は
じ
め
て
納
付
し
た
人

は
令
和
2
年
2
月
上
旬
頃
送
付

予
定
）
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
（
領
収
書
で
も
申

告
で
き
ま
す
）。
な
お
、
ご
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

問
℡
０
５
７
０・０
０
３・０
０
４

　

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル) 

　
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か

　
け
る
場
合

　
℡
０
３・６
６
３
０・２
５
２
５ 

受
付
時
間
／

平
日
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時 

第
２
土
曜
日
：
午
前
9
時
30
分
～

午
後
４
時 

※
祝
日
（
第
2
土
曜
日
以
外
）
と

年
末
年
始
除
く 

▼
高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や

肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た

め
に
、
無
料
の
歯
科
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。 

期
間
／
12
月
31
日
火
ま
で

※
休
診
日
は
除
く
。 

場
所
／
茨
城
県
歯
科
医
師
会
に
所

属
の
事
業
実
施
歯
科
医
療
機
関

料
金
／
無
料

※
引
き
続
き
治
療
を
行
う
際
は
別

途
治
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

対
象
者
／
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
被
保
険
者
で
次
の

生
年
月
日
の
人

①
昭
和
18
年
４
月
１
日
～
昭
和
19

年
３
月
31
日
生
ま
れ

②
昭
和
13
年
４
月
１
日
～
昭
和
14

年
３
月
31
日
生
ま
れ

③
昭
和
８
年
４
月
１
日
～
昭
和
９

年
３
月
31
日
生
ま
れ

※
対
象
と
な
る
方
に
８
月
中
旬
頃

に
健
診
の
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
。（
施
設
等
入
所
者
等
は

除
く
） 

※
再
発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
事
業
実
施
歯
科
医
療

機
関
へ
予
約
の
う
え
、
受
診 

。

問
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
業
課

　
℡
０
２
９・３
０
９・１
２
１
２

検
診
内
容
／
歯
科
医
師
に
よ
る
歯

科
診
察
・
視
触
診
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
歯
み
が
き
・
入
れ
歯

の
手
入
れ
・
舌
の
清
掃
・
お
口

の
体
操
・
だ
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
指
導
。

日
時
／
12
月
12
日
木
・
13
日
金 

午
前
９
時
～
11
時
受
付 

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー 

料
金
／
無
料 

対
象
者
／
18
歳
以
上 

定
員
／
1
日
70
名 

申
込
方
法
／
11
月
18
日
月
～
八
郷

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
直
接
窓
口
で
申
込
み
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

問
健
康
増
進
課
（
八
郷
保
健
セ

ン
タ
ー
） 

℡
43
・
６
６
５
５

高
齢
者
対
象

　
歯
科
健
康
診
査

おしらせ

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
送
付

おしらせ
11 月５日火
緊急地震速報訓練 
▶大地震などの非常事態に備

え、全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）による緊急
地震速報訓練を行います。 
防災無線などから訓練放送
が流れますのでご理解をお
願いします。 

日時／ 11 月５日火 
午前 10 時から

放送内容／「ただいまから訓
練放送を行います」「緊急
地震速報、大地震です」 

問防災対策課  ℡ 23-7284

成
人
歯
科
検
診

口
腔
が
ん
検
診

おしらせ
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　　　健康ガイドテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料） 広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８　　１８　　　　　　

・健康診査（18 ～ 39 歳）：1,000 円
・後期高齢者健康診査（75 歳以上）：無料
・肺がん検診（40 歳以上）：300 円
・大腸がん検診（40 歳以上）：500 円
・前立腺がん検診（50 歳以上男性）：600 円
・肝炎ウイルス検査
（40 歳以上で過去受診歴がない人）：1,000 円

※石岡市国民健康保険加入者のみ
・特定健康診査（40 ～ 69 歳）：1,000 円
・特定健康診査（70 ～ 74 歳）：無料

地区健診
健診項目と個人負担金  

02

詳細や申込方法に関して、HP
を必ずチェック！→

対象：S37.4.2 ～ S54.4.1 生まれの男性
※ S47.4.2 ～ S54.4.1 生まれの人には「抗体

検査・予防接種クーポン券」を送付済み。
それ以外の人は保健センターに問い合わせ。

費用：抗体検査、予防接種費用ともに無料
※予防接種は抗体なしと判定された人のみ対象
場所：①抗体検査（全国の指定医療機関及び

特定健康診査機関等）②予防接種（全国の
指定医療機関）

※必ず予約し、「クーポン券」と「本人確認
書類（保険証等）」をお持ちください。

風しんの追加的対策実施中  

01

11 月 7 日 木 東地区公民館

11 月 8 日 金 東地区公民館
受付時間：午前 9 時 30 分～ 11 時
　　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時

健診項目・対象・個人負担金・
申込方法の詳細はこちらから→

※ 39 歳以下の健康診査・肝炎ウイルス検診・
大腸がん検診をご希望の際は事前にお申し
込みください。

※東地区公民館での地区健診は例年１日目が
大変込み合いますので、２日目をお勧めし
ます。

11 月の地区健診  

03

骨髄移植等医療行為により定期予防接種（A
類疾病）で得た免疫が低下や消失し、医師か
ら再接種が必要と判断された人に対し、再接
種費用を補助します。
補助をご希望の際は、予防接種再接種を受け
る前に申請が必要です。 詳しくは、石岡・
八郷保健センターへお問い合わせください。 

対象者：再接種を受ける日現在に石岡市に住
民登録がある 20 歳未満の方 

検診項目・対象・個人負担金・
申込方法の詳細はこちらから→

骨髄移植等を受けられた人へ

04

インフルエンザ予防接種の助成期間は令和
２年１月 31 日までになっています。 助成対
象の人には９月下旬に通知をお送りしていま
す。接種をご希望の際は、期間内にご利用く

ださい。詳しくは通知をご確認ください。 

※インフルエンザ予防接種は義務ではありませ
ん。接種を希望される方のみお受けください。

インフルエンザ予防接種はお済みですか？
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▼
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
日
増
し

に
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
火
を

取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
す
る

た
め
、
例
年
火
の
取
り
扱
い
の

不
注
意
に
よ
り
多
く
の
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

命
を
守
る
た
め
に
大
切
な
３
つ
の

習
慣
と
４
つ
の
対
策

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置

す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
定
期
的
に

点
検
し
ま
し
ょ
う

▼
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
で
作
動
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
火
災
予
防
条
例
で
は
、
市
内

の
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
自
分
、
そ
し
て
家

族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
作
り
を
！

・
家
の
周
り
に
新
聞
紙
・
段
ボ
ー

ル
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。

・
ゴ
ミ
を
夜
間
に
出
さ
な
い
。

・
門
扉
、
ガ
レ
ー
ジ
、
物
置
に
施

錠
を
す
る
。

・
車
の
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
を
防
炎
品

に
す
る
。

悪
徳
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

▼
消
防
関
係
者
を
名
乗
り
、
消
火

器
な
ど
を
不
正
販
売
す
る
業
者

が
い
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
場

合
は
、
消
防
本
部
予
防
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　
℡
23
・
０
１
１
９

▼
毎
年
11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日

ま
で
の
2
週
間
は
、「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

の
期
間
で
す
。 

ま
た
、
11
月

25
日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴

力
撤
廃
国
際
日
」
と
し
て
国

連
に
よ
り
定
め
て
お
り
ま
す
。 

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
、 

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
、
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
運
動
は
、
暴
力
の
な
い
男

女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
、

多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て 

も
っ
て
い
た
だ
く
期
間
で
す
。 

市
で
は
、『
女
性
と
い
う
立
場

ゆ
え
の
悩
み
』
に
対
し
、
女
性

の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談
を
毎

月
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

一

人
で
悩
ま
ず
に
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

日
に
ち
／
毎
月
第
2
・
3
・
4
木

曜(

完
全
予
約
制)

問
1
政
策
企
画
課
℡
23・７
２
７
７ 

日
時
／
11
月
17
日
日
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時

30
分
ま
で) 

※
予
約
不
要

場
所
／
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

（
筑
西
市
丙
３
７
２
ア
ル

テ
リ
オ
２
階) 

相
談
内
容
／
ビ
ザ
、仕
事
、結
婚
、

税
金
、
保
険
、
生
活
全
般

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
、
通
訳

付
き

対
応
言
語
／
日
本
語
、
英
語
、
中

国
語
、
タ
イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
韓
国
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語  

問
（
公
財
）
茨
城
県
国
際
交
流

協
会
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー 

℡
０
２
９・２
４
４・３
８
１
１

当
日
の
連
絡
先(

11
月
17
日
の
み)

℡
０
９
０・１
２
６
６・８
３
７
１

日
時
／
11
月
19
日
火
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
要
申
込
）

場
所
／
石
岡
郵
便
局

問
石
岡
郵
便
局 

℡
22
・
２
４
０
６

応
募
資
格
／
推
薦
： 

中
卒
（
見

込
含
）
17
歳
未
満
の
男
子
か
つ

学
校
長
の
推
薦
必
要

　

一
般 

：
中
卒
（
見
込
含
）
17

歳
未
満
の
男
子 

受
付
期
間 

／
推
薦
：
11
月
１
日

金
～
11
月
29
日
金

　
一
般
：
11
月
１
日
金
～
令
和
２

年
１
月
６
日
月

試
験
日
程
／
推
薦
：
令
和
２
年
１

月
５
日
日
・
６
日
月
間
の
１
日

　
一
般
１
次
：
令
和
２
年
１
月
18

日
土

　
一
般
２
次
：
令
和
２
年
１
月
31

日
金
～
２
月
３
日
月
間
の
１
日 

問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部　

土
浦
地
域
事
務
所

℡
０
２
９・８
２
１・６
９
８
６

1
総
務
課 

℡
23
・
７
２
８
２

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
石
岡
10
月
15
日
号
７
ペ
ー

ジ
「
大
雅
荘
は
ー
と
ふ
る
ビ
レ
ッ

ジ
文
化
祭
」
の
記
事
の
中
で
時
間

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
正
）
午
前
10
時
45
分

（
誤
）
午
後
10
時
45
分

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動 

おしらせ

外
国
人
の
た
め
の

　
無
料
弁
護
士
相
談

相　談

社
労
士
に
よ
る

個
別
無
料
年
金
相
談

相　談

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

募　集

秋
の
火
災
予
防
運
動

ス
タ
ー
ト

おしらせ期
間
／
11
月
９
日
土

　
　
　
　
　

  
～
15
日
金
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日
時
／
11
月
16
日
土

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館
（
国
府

５
‐
７
‐
１
）

相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
農
地

の
有
効
活
用
な
ど

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

問
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

　
℡
43
・
０
５
３
６(

若
山)

▼
あ
な
た
が
好
き
な
本
を
紹
介

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
応
募
用
紙

に
お
気
に
入
り
の
場
面
や
心
に

残
っ
た
言
葉
等
を
書
い
て
、
備

え
付
け
の
投
稿
ポ
ス
ト
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
応
募
数
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

応
募
対
象
／
石
岡
市
在
住
の
乳
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で 

（
乳
幼
児
の
場
合
は
、
保
護
者

が
書
い
て
も
可
） 

募
集
期
間
／
12
月
22
日
日
ま
で

賞
品
／
優
秀
な
作
品
15
点
に
図
書

カ
ー
ド（
５
０
０
円
）を
進
呈
。 

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

応
募
用
紙
・
ポ
ス
ト
設
置
場
所
／

社
協
本
所
、
支
所
、
中
央
図
書

館
・
各
公
民
館
図
書
室
な
ど

問
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
℡
22
・
２
４
１
１ 

 

▼
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
満
足
度
を
知
り
、
業
務
改
善

に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
市
民
の

皆
様
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
民
が
優
先
的
に
取
り
組
み
改

善
し
て
ほ
し
い
施
策
の
ト
ッ
プ

５
は 「
交
通
安
全
の
推
進
」「
商

業
の
振
興
・
中
心
市
街
地
の
活

性
化
」「
公
共
交
通
機
関
の
充

実
」「
防
犯
対
策
の
充
実
」「
道

路
の
整
備
」
で
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
1
政
策
企
画
課
℡
23
・
７
２
７
７

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
石
岡
10
月
15
日
号
４
ペ
ー

ジ
の
「
青
少
年
を
育
て
る
石
岡
市

民
の
会
」
記
事
の
中
で
葦
穂
支
部

の
開
催
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
正
）
11
月
３
日
日

（
誤
）
11
月
23
日
土

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

駅前の空き店舗を活用！
街中コンサート「音楽通り」開催♪
日時：11 月 10 日日　午前 10 時 30 分～午後２時 40 分
ジャズステージ
会場：共和サンビル（府中 1-3-3）
内容：ハービー・トンプソン
①午前 10 時 30 分　② 11 時 30 分
クラシックステージ
会場：旧今泉家具（府中 1-2-9）
内容：弦楽四重奏アルコ
①午前 11 時 10 分 ②午後 0 時 10 分
筑波大学金管五重奏
①午後１時 10 分　②午後２時 10 分
ギターステージ
会場：石岡カフェ（府中 1-1-4）

内容：ケヴィン・ローレンス
①午前 10 時 40 分　②午前 11 時 40 分
飯田　明
①午後１時　②午後２時
※全ステージ演奏時間は 30 分です。
3 ステージ共通チケット料金：
　　   大人 1,000 円・高校生以下 500 円
問「音楽通り」実行委員会事務局 ( 渡邊 )
　℡ 43-1769

行
政
書
士
に
よ
る　
　

　
　
無
料
相
談
会

相　談
「
私
の
好
き
な
本
」　　

　
　
　
　
大
募
集

募　集

広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８　　２０　　　　　　

市
民
満
足
度
調
査
を　
　

　
　
　
　
　
　
実
施

おしらせ

詳しくはこちらの
フェイスブックページから▶



10
月
５
日(
土)

素
敵
な
布
の
壁
飾
り

　
市
役
所
の
新
庁
舎
玄
関
口
を
入

る
と
、
自
動
ド
ア
を
く
ぐ
っ
た
真

正
面
の
上
部
壁
面
に
、
白
を
基
調

と
し
た
布
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

布
の
下
に
は
投
網
の
錘
の
よ
う
な

金
属
が
下
げ
ら
れ
、こ
の
作
品「
た

な
ば
た
」
の
緊
張
感
を
印
象
づ
け

て
い
ま
す
。

　
作
者
は
、
石
岡
出
身
の
テ
キ
ス

タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
須
藤
玲
子
さ

ん
で
、
そ
の
深
い
芸
術
性
は
内

外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
、
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
、
ビ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル

バ
ー
ト
美
術
館
、
東
京
国
立
近
代

美
術
館
工
芸
館
等
に
須
藤
さ
ん
の

作
品
は
永
久
保
存
さ
れ
、
世
界
で

活
躍
す
る
女
性
１
０
０
人
の
一
人

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
た
な
ば
た
」
は
、
木
調
の
壁

面
の
上
部
に
あ
り
、
須
藤
さ
ん
自

身
が
こ
の
設
置
を
念
入
り
に
行
い

ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
願
い
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、
そ
の

未
来
を
輝
か
し
い
も
の
に
と
の
思

い
が
作
品
に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
須
藤
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
柿

岡
の
実
家
は
大
家
族
で
、
そ
こ
で

一
人
一
人
の
家
族
の
言
葉
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
須
藤
さ
ん
は
成
長

し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
暮
ら
し

の
中
に
、
日
本
固
有
の
伝
統
に
も

と
づ
く
技
術
も
あ
り
ま
し
た
。
日

本
の
精
緻
な
技
術
に
、
須
藤
さ
ん

は
新
し
い
感
性
と
精
神
を
吹
き
込

ん
で
一
連
の
作
品
を
世
に
出
し
た

の
で
す
。

　
「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
高

校
生
の
と
き
以
来
師
事
し
て
い
る

画
家
の
小
林
恒
岳
先
生
と
の
出
会

い
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
、
須
藤
さ

ん
は
い
い
ま
す
。
小
林
先
生
に
絵

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
い
つ
し

か
ふ
る
さ
と
の
自
然
に
感
性
が
磨

か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
た
な
ば
た
」
に
は
、
忘

れ
か
け
て
い
る
日
本
人
の
暮
ら
し

の
中
で
培
っ
た
精
神
と
、
豊
か
な

自
然
と
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

文
・
今
泉
文
彦

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

市
長
日
記

Vol.49

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
篆
刻
・
刻
字
展

大
久
保
岳
泉
・
初
見
一
雄
作
品

・
大
久
保
勉
所
蔵
展 

近
藤
日
出

造
、
松
井
康
成
ら
の
色
紙
等

期
間
／
11
月
１
日
金
～
６
日
水

◆
ふ
る
さ
と
風
の
会

　
文
庫
展

　
風
の
こ
と
ば
絵
同
好
会
展

期
間
／
11
月
10
日
日
～
13
日
水

　
午
後
５
時
ま
で
（
最
終
日
は　

　
午
後
３
時
ま
で
）

◆
ロ
ッ
ク
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
～
笠
間
市
稲
田
。
石
切

山
脈
砕
石
場
跡
地
で
全
長

１
０
０
ｍ
の
岸
壁
に
壁
画
を

描
く
～

　
「
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

パ
ネ
ル
展
と
体
験
講
習
会

期
間
／
11
月
15
日
金
～
17
日
日

【
同
時
開
催　
体
験
制
作
】　

「
稲
田
石
の
板
に
絵
を
描
く
」

教
材
費
／
２
５
０
０
円

●
新
選
組
ゆ
か
り
の
地
イ
ベ
ン

ト
・
企
画
展

伊
藤
甲
子
太
郎
・
鈴
木
三
樹
三
郎

兄
弟
の
資
料
展
と
講
演
会

期
間
／
11
月
22
日
金
～
30
日
土

【
講
演
会
】

日
時
／
11
月
25
日
月

　
　
　
午
後
２
時
か
ら

講
師
／
矢
口
輝
行
氏

　
（
ま
ち
か
ど
歴
史
案
内
人
）

料
金
／
５
０
０
円

●
第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

「
サ
ン
ド
市
」

　
今
月
は
16
日
土
午
前
11
時
～

　
午
後
３
時
開
催
！

※
参
加
者
募
集
中

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び

あ
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぶ
。

初
心
者
大
歓
迎
。　

日
時
／
11
月
４
日
・
18
日
月

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
３
時
、
３
～
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円

 　
　
　

11
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◆
心
と
身
体
の
健
康
相
談

▼
常
時
、
血
圧
が
測
れ
る
よ
う
に

血
圧
計
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
不
定
期　

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

◆
折
り
紙
教
室　
30
日
土

◆
ち
り
め
ん
小
物　

　
２
日
土
、
16
日
土

◆
ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
今
月
は
６
日
水
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

　
出
店
自
由
、
参
加
者
募
集
中

℡
27
・
５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～

　
　
午
後
８
時（
木
曜
休
館
）

※
駐
車
場
は
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車
場（
向
か
い
側
）

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 　　　　　　２１　　広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８
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塚
山
古
墳
は
、
北
根
本
・

中
津
川
地
区
に
存
在
す
る

前
方
後
円
墳
で
、
墳
丘
の
大
き
さ

は
１
８
６
ｍ
。
茨
城
県
内
最
大
、

東
日
本
で
も
２
番
目
の
規
模
の
大

古
墳
で
す
。

　
で
は
、
埋
葬
さ
れ
た
の
は
ど
の

よ
う
な
人
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
埋
葬
施
設
が
発
掘
調
査

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
25
年
度
に
物
理
探
査

（
レ
ー
ダ
ー
探
査
・
磁
気
探
査
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
後
円
部
墳
頂
で
は
、東
西
14
ｍ
、

南
北
６
ｍ
の
長
大
な
埋
葬
施
設
と

考
え
ら
れ
る
反
応
が
得
ら
れ
、
南

西
隅
に
は
鉄
製
品
の
埋
納
が
予
測

さ
れ
る
よ
う
な
反
応
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
前
方
部
墳
頂
で
は
、
東
西

８
ｍ
、
南
北
２
．
５
ｍ
の
埋
葬
施

設
の
反
応
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、

鉄
製
品
に
関
す
る
反
応
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
つ
ま
り
、
舟
塚
山
古
墳
に
は
、

①
後
円
部
と
前
方
部
の
両
方
に
埋

葬
施
設
が
存
在
す
る
、
②
後
円
部

側
に
は
鉄
製
品
が
多
量
に
副
葬
さ

れ
て
い
る
、
と
推
測
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
鉄
製

品
が
武
器
だ
と
す
る
と
、
武
器
を

多
量
に
副
葬
す
る
後
円
部
の
被
葬

者
を
男
性
の
政
治
的
・
軍
事
的
首

長
、
武
器
を
も
た
な
い
前
方
部
を

女
性
の
呪
術
的・宗
教
的
首
長
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
被
葬
者
に
つ
い
て
想

像
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
11
月
７

日
木
か
ら
、
舟
塚
山
古
墳
の
最
新

の
調
査
成
果
を
紹
介
す
る
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。

舟
塚
山
古
墳
と
そ
の
時
代

期
間 

／
11
月
７
日
木

　
　
　
　
　
　
　
～
２
月
２
日
日

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

（
石
岡
市
総
社
１
‐
２
‐
10
）

※
月
曜
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【11 月の休館日】 3 日日・4日月・11 日月・18 日月・23 日土・25 日月・28 日木

時の記憶
シリーズ 163

舟

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1323）

舟塚山古墳
　　　の被葬者 

石岡市立中央図書館

創立 130 周年記念イベント

　『しびれる短歌』や『回転ドアは、
順番に』（筑摩書房）で共著の、人気
短歌作家 2 人が図書館で対談。 

場所：中央図書館　読書室 
申込方法：11 月１日金から、電話か
図書館カウンターにて申込受付開始。

東直子・穂村弘対談「読書と読者」　日時：12 月１日日午後２時～ 

１
３
０
周
年
記
念
展
示

▼
中
央
図
書
館
一
階
に
お
い
て
企

画
展
示
「
長
峰
塾
」「
茨
城
県

初
の
裁
縫
学
校
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
＠
商
工
祭

▼
図
書
館
史
上
初
！

　
い
し
お
か
商
工
祭
に
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
を
出
店
し
ま
す
。 

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
と
は
？ 

図
書
館
で
、
古
く
な
っ
た
り
利

用
が
少
な
く
な
っ
た
本
や
雑
誌

を
、無
償
で
配
布
す
る
事
業
で
す
。

持
ち
帰
り
冊
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
自
持
ち
帰
り
用
の

袋
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

日
時
／
11
月
10
日
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

※
図
書
館
内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
は
、
12
月
13
日
金
・
14

日
土
実
施
予
定
。

11
月
の
お
は
な
し
会

こ
ど
も
図
書
館
本
の
森

お
は
な
し
玉
手
箱　
２
日
土 

定
例
お
は
な
し
会　
16
日
土 

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い　
14
日
木

※
時
間
は
す
べ
て
午
前
10
時
30
分
か
ら

 

中
央
公
民
館 

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ

９
日
土　
午
後
２
時
30
分
か
ら 

▲舟塚山古墳
奥が後円部、手前が前方部

広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８　　２２　　　　　　

東　直子
（歌人・作家）
早稲田大学文学
学術院文化構想
学部教授。
歌人として活躍
する一方作家と
しても活躍。

穂村　弘
（歌人・エッセ
イスト）
『鳥肌が』で講
談社エッセイ賞
受賞。現在多数
の雑誌に連載を
持っている。



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

石
岡
俚
謡
会若　

松　
　
川
崎　
洋
子

盆
に
並
ん
だ　
半
月
ス
イ
カ

　
種
を
飛
ば
し
た　
祖
母
の
庭

　
　
南　
台    　
　
香
倶
耶
姫

立
ち
居
振
る
舞
い　
仕
草
も
決
め
て

　
に
わ
か
茶
人
の　
悦
に
入
る

国　
府　

    

坂
下　
蜻
蛉

ラ
ジ
オ
体
操　
広
場
の
子
ら
に

　
老
け
た
新
顔　
仲
間
入
り

東
大
橋　

    

醍
醐　
正
夫

夏
の
暑
さ
を　
花
火
が
散
ら
し
ゃ

　
川
に
涼
し
く　
消
え
る
星

山　
崎　
　
若
色　
　
茂

暑
中
見
舞
い
に　
水
分
ほ
き
ゅ
う

　
わ
す
れ
な
い
で
と　
孫
の
文
字

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
東
光
台　
小
泉　
ち
よ
子

新
涼
や
今
日
の
私
の
心
電
図

府　
中　
　
土
井　
湧
輔

遥
か
よ
り
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
父
母

の
声

東
光
台　
　
福
田　
泰
夫

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
あ
る
顔
敬
老
日

　
石　
岡　
　
森
田　
愛
子

診
察
券
束
ね
る
ほ
ど
や
夏
の
暮

　
　
山　
崎　
　
若
色　
　
茂

日
陰
か
ら
日
陰
へ
老
母
草
む
し
る

や
さ
と
俳
句
会

柿　
岡　
　
岡
村　
素
泡

栗
の
毬
割
れ
て
三
個
の
実
を
孕
み

瓦　
谷　
　
國
谷　
南
風

山
陰
の
風
の
ほ
そ
径　
萩
の
花

　
嘉
良
寿
理　
島
田　
美
沙
生

風
音
も
水
音
も
幽
か　
山
の
秋

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

南　
台　
海
老
澤　
明
子

通
り
過
ぎ
し
青
田
の
か
な
た
に
残

り
を
り
今
は
住
む
人
あ
ら
ざ
る
わ

が
家

大　
砂　
藤
岡　
み
つ
子

百
歳
を
二
つ
も
こ
ゆ
る
う
た
人
は

今
日
も
娘
に
指
示
を
出
し
て
い
る

〈
短
歌
〉

石　
岡　
　
赤
津　
　
貞
行

愚
痴
言
わ
ぬ
妻
の
大
声
子
を
育
て

　
我
を
叱
咤
し
と
て
も
頼
も
し

柴　
内　

  　
羽
生　

  　
俊

嫁
ぐ
来
て
農
業
一
筋
七
十
年

心
身
疲
れ
土
に
別
れ
を

文芸いしおか

　
山　
崎　
　
若
色　
　
茂

コ
ロ
ッ
ケ
を
経
木
で
包
む
昭
和
あ

り
経
木
を
知
ら
ぬ
人
あ
ま
た
居
り

八
郷
短
歌
会

　
山　
崎　
　
鈴
木　
　
菫

何
処
よ
り
移
り
来
た
る
や
白
百
合

の
広
き
畑
中
に
楚
々
と
咲
き
つ
ぐ

山　
崎　
西
口　
は
ま
子

あ
の
場
所
は
ジ
ン
ジ
ャ
ー
こ
こ
は
銀

木
犀
と
香
り
に
出
会
ふ
三
キ
ロ
の
道

総　
社　
　
　
暁　
　
夢
華  

温
い
情
け
の　
ロ
ボ
ッ
ト
知
る
や

　
一
人
暮
ら
し
の　
友
と
な
る

川　
又　
　
前
島　
　
節
子

津
波
原
発　
８
年
過
ぎ
て

　
な
お
も
心
に　
黒
い
影

細　
谷　
　
髙
橋　
　
真
希

母
の
定
年　
祝
っ
て
父
が

　
連
れ
て
歩
い
た　
温
泉
地

東
石
岡　
　
惣
野
代　
英
子

蝉
の
一
生　
短
い
命

　
残
る
未
練
を　
鳴
き
あ
か
す

い
し
お
か
川
柳
会

石　
岡　
　
石
塚　
　
芳
華

故
宮
展
翡
翠
に
栄
華
語
ら
せ
る

小　
幡　
　
岡
野　
は
つ
子

同
窓
会
締
め
は
校
歌
の
大
合
唱

　
　
総　
社　
　
小
林　
　
　
凪

目
標
の
親
の
歳
超
え
新
た
な
日

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　昭和 32 年 12 月、清藤会（宮下町）が民
謡舞踊団の結成式を挙げて発足したことが
民謡舞踊団体の誕生となりました。当時の
会員数は 30 名程度でした。この翌年から、
2 年に 1 回、民謡踊りの発表大会を開催し
ていきました。 昭和 43 年 5 月、石岡市民
会館が完成し、その落成式に出演するにあ
たり、石岡市民謡舞踊連合会が結成されま
した。その落成式のこけら落としに併せて
第 1 回文化祭が開催され、本会は石岡市民
謡舞踊連合大会として参加しました。 な
お、参加団体・会員数は昭和 63 年がピー
クで 35 団体 750 人となっていました。

会員数：約 200 名
年会費：1,000 円（文化祭・夏祭り大会に
参加する場合、舞踊一曲 2,000 円・民謡一
曲 1,500 円）
問石岡市民謡舞踊連合会 ℡ 23-9983（西牧）

大正琴体験講座
日時：11 月 13 日・27 日・12 月 11 日・25 日水
　　  午後 1 時 30 分～ 3 時 
場所：国府地区公民館
参加費：無料
問石岡大正琴愛好会
　℡ 24-0588（沖田）

第 15 回
石岡市民謡舞踊連合会

川
柳

 　　　　　　２３　　広報いしおか 11 月 1 日号　№３３８
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県内初となる市民サイクリングクラブの設立
PRと、会員が楽しくサイクリングすることを
目的に、設立イベントを開催します。

問政策企画課　℡ 23-7277

参加申し込み方法
11月５日火までに政策企
画課へ電話で申し込み。
詳細はHPをチェック！

プログラム
PART 1　10：00 ～ 11：00

PART 2　12：30 ～ 16：00

場所：石岡市役所本庁舎 2階　201 会議室
テーマ：「石岡市りんりんタウン構想」の実現に向けて
～楽しみながら自転車を活用する～
パネリスト：疋田 智氏（自転車ツーキニスト）・ブリヂ
ストンサイクル（株）・木村 さおり氏（フリーアナウ
ンサー）・水越 恭子氏（茨城放送パーソナリティ）・
今泉文彦石岡市長

パネルディスカッション

集合場所：霞ヶ浦導水高浜機場
霞ヶ浦導水高浜機場→霞ヶ浦ふれあいランド周辺（休憩）
→恋瀬川桜づつみを辿る約 33kmのコースを走る！（昼
食・サイクリング準備は各自でお願いします。）

交流促進サイクリングイベント
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